
アルコールチェッカの測定結果に影響を与える物質  アルコールチェッカの測定結果に影響を与える物質を以下に示します。    ｶﾞｽｾﾝｻの感度 分類 代表物質名 用途／含まれる物質 備考 ｴﾁﾙｱﾙｺｰﾙ 酒の成分  ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙｱﾙｺｰﾙ 消毒用アルコールの一種  ﾌﾞﾀﾉｰﾙ 香料の一種  ｴﾘｽﾘﾄｰﾙ 甘味料としての食品添加物 天然物 ﾊﾟﾗﾁﾉｰｽ 蜂蜜、さとうきび 天然物 ｱｽﾊﾟﾙﾃｰﾑ 甘味料としての食品添加物 人口物 ｷｼﾘﾄｰﾙ 甘味料としての食品添加物 天然物 ｿﾙﾋﾞﾄｰﾙ (=ｿﾙﾋﾞｯﾄまたはｸﾞﾙ ｼﾄｰﾙ）  飴、ガムやスナック菓子の清涼剤  ﾒﾝﾄｰﾙ ﾊｯｶ臭の香料 天然物 ﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙ 麺やおにぎりの品質改善剤 保湿性や防ｶﾋﾞ性に優れている ｹﾞﾗﾆｵｰﾙ ﾊﾞﾗの香りの香料 天然物 ｸﾞﾙｺﾝ酸 蜂蜜やワイン、果実に少量存在。 天然物 青葉ｱﾙｺｰﾙ 野菜などの植物の青臭い香りの主 成分 
天然物 

アルコール類 

ﾌｪﾆﾙｴﾁﾙｱﾙｺｰﾙ ﾌﾟﾘﾝやｷｬﾗﾒﾙなどの香料 天然物 

      
 濃度表示に影響 が出る 可能 性 が 高い 

ケトン類 ｱｾﾄﾝ 糖や脂肪を代謝する際に自然発生 糖尿病患者様の呼気に含まれる ｸﾞﾘｾﾘﾝｴｽﾃﾙ 植物あるいは動物性食品に使用さ れる脂肪 酪酸ﾒﾁﾙ ﾘﾝｺﾞ臭の香料 蟻酸ｴﾁﾙ ﾗｽﾞﾍﾞﾘｰ臭の香料 酪酸ｴﾁﾙ ﾊﾟｲﾅｯﾌﾟﾙ臭の香料 酢酸ﾍﾟﾝﾁﾙ ﾊﾞﾅﾅ臭の香料 酪酸ﾍﾟﾝﾁﾙ 洋梨、ｱﾌﾟﾘｺｯﾄ臭の香料 

エステル類 

酪酸ｵｸﾁﾙ ｵﾚﾝｼﾞ臭の香料 

  
 低分子のｶﾙﾎﾞﾝ酸は，果実の香り成 分の香料として使用  酢酸 

食酢の成分。酸敗したﾐﾙｸやﾁｰｽﾞに も存在。 二日酔い時に発生。 

 生体内ではｴﾈﾙｷﾞｰ源として利用され る 酪酸 ﾊﾞﾀｰ、ﾁｰｽﾞ  ｴﾅﾝﾄ酸 煙草の添加物  ｶﾌﾟﾘﾙ酸 ｺｺﾅｯﾂに含まれる。 ｴｽﾃﾙの合成に使用される ｶﾌﾟﾘﾝ酸 香料としての食品添加物の一種  ﾗｳﾘﾝ酸 ｺｺﾅｯﾂｵｲﾙやﾔｼ油の主成分 抗菌活性を持つ物質 ﾐﾙｽﾁﾝ酸 ﾔｼ油、ﾊﾟｰﾑ油。口紅などの安定剤 動物性・植物性脂肪中に多く存在 ﾏﾙｶﾞﾘﾝ酸 ﾏｰｶﾞﾘﾝ  ｵﾚｲﾝ酸 ｵﾘｰﾌﾞﾁｭｺﾚｰﾄに  ﾘﾉｰﾙ酸 植物油（ﾍﾞﾆﾊﾞﾅ油、ｺｰﾝ油）  安息香酸 食品添加の保存料  ｳﾝﾃﾞｶﾗｸﾄﾝ 桃臭の香料  ｸｴﾝ酸 ﾚﾓﾝ、梅干し  

 飽和脂肪酸類 

酢酸ﾍﾞﾝｼﾞﾙ ｼﾞｬｽﾐﾝ臭の香料  硫化水素 口腔内からの発生物質  硫黄化合物類 ﾒﾁﾙﾒﾙｶﾌﾟﾀﾝ 歯槽膿漏患者から発生  ｴﾁﾚﾝ 植物ﾎﾙﾓﾝの1種  不飽和炭化水素類 ｲｿﾌﾟﾚﾝ 代謝異常者の呼気に含まれる  一酸化炭素 喫煙者の呼気に含まれる  ﾒﾀﾝ 消化不良時に発生  

             
 高濃度であれば 濃度表示に影響 が で る 可 能 性 が ある。 

飽和炭化水素類 水素 消化不良時に発生  ﾄﾘｴﾁﾙｱﾐﾝ 医薬品  ﾄﾘｴﾀﾉｰﾙｱﾐﾝ 化粧品製造時のpH調整剤（ｼｬﾝ ﾌﾟｰ、ｸﾘｰﾑ等）  
アミン類 ﾃｱﾆﾝ お茶の旨味成分  ｱﾝﾓﾆ

 
肝機能が低下した場合に体内に発  ｽｶﾄｰﾙ 煙草の香料、香水の香料  ｱﾘﾙｲｿﾁｵｼｱﾈｰﾄ わさびの辛味成分  

窒素化合物類 ｶﾌﾟｻｲｼﾝ 唐辛子の辛味成分  ﾍﾞﾝｽﾞｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ 杏仁の芳香成分 ｼﾅﾑﾝｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ ｼﾅﾓﾝの芳香及び辛味成分 ﾍﾟﾘﾝｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ しその芳香及び辛味成分 

      ほとんど 影響なし アルデヒド類 ｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ ｴﾀﾉｰﾙが酸化されると生成。 二日酔い時に発生。 

 全体的に辛味を有し、ｽﾊﾟｲｽの辛味 成分。 βｰﾋﾟﾈﾝ ﾛｰｽﾞﾏﾘｰ、ﾊﾟｾﾘ 、ﾊﾞｼﾞﾙ、ﾊﾞﾗ ﾘﾓﾈﾝ ﾚﾓﾝや柑橘類全般の果皮に含まれ る。ﾊｯｶ油 

 全く影響なし 
テルペン類 ﾓﾉﾃﾙﾍﾟﾝ ﾊﾞﾗや柑橘類のような芳香。 

 天然物  （注意） 上記は、物質の分子構造と過去に測定したセンサ特性から推定した結果であり、全ての物質に対して測定した結果ではありません。 また、濃度によって影響度合いが異なりますので、本書は、参考資料として取り扱って下さい。 


